
         小千谷市業務継続計画（BCP）概要版 

業務継続計画策定の目的 

業務継続計画（ＢＣＰ：Business Continuity Plan）は、

大規模な災害発生により行政が被災し、職員の被災等

による人的資源の不足や、庁舎の被災により物的資源

が制約を受ける状況にあっても、平時より実施している

市民の生命・身体の安全、重要資産の保全など、休止

することのできない業務（非常時優先業務）を特定し、

業務実施のために必要な方針や方法、事前の対策の

検討を行うものです。 

 中越大震災の被害状況を想定として、必要な資源の

確保及び配分等の方策を計画として定め、行政機能の

継続性の確保と早期の行政機能の回復を図ります。 

策定の効果 

（１）業務立上げ時間の短縮や発災直後の業務レベル

の向上により、業務の効率的かつ迅速な再開が可能に

なります。 

（２）業務継続計画の策定を通じ、平常時から災害時の

課題をリスクとして認識することで、防災力を強化するこ

とが可能になります。 

（３）業務の迅速な再開により、災害時における市民生

活への影響を抑えることが可能となります。 

 

非常時優先業務の対象と実施の目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の基本的な考え方 

○基本方針 

①市民の生命、身体、財産を保護し、被害を最小限に

とどめるため、災害対策業務に万全を尽くします。 

②限られた人的・物的資源に対して、全庁で資源を再

分配します。 

③職員一人ひとりが非常時優先業務の共通認識を行

い、災害時に適切に対応できるよう災害対応能力の強

化に努めます 

業務継続のための環境整備 

非常時優先業務の円滑な遂行のためには、不足する人

的資源や物的資源を確保する必要があります。 

 

災害時には一部の通常業務を停止します。 

職員が不足する時間帯があったり、 

物資供給が不足したりします。 

避難所運営の協力や物資備蓄など、 

共助・自助の協力をお願いします。 

問合せ：小千谷市危機管理課（TEL：0258-83-3515） 


